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遺物から見た鍋と堝
はじめに

　人が他の動物と異なる行動の一つに、自らの手で発生させた熱を物体に加え、性質を変

化させるというものがある。人類は火の使用を始めて以来、加熱により物の性質を変化さ

せ多くの物を生み出してきた。現在我々の生活に欠かせないものの多くはそのようにして

作り出されたものである。

　ここでは加熱して物の性質を変化させるのに必要な道具、鍋や堝についてその変遷につ

いて見ていきたい。

鍋・堝の文字は何を意味するのか

　双方の文字に含まれている「咼」はもともと穴にはまり込む関節を意味する象形文字で、

ゆがむ、回る、窪むといった様を表している。

　堝は熱して中をかき回す器、あるいは土でできたくぼんだ容器、鍋は金属でできた中を

かき回す器、または金属でできたくぼんだ容器ということになり、基本的に材質の違いの

みで、文字としてはほぼ同じ形態のものを指す。

「なべ」といつから呼ばれたか
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煮炊具の呼称の差

五十川伸矢「中世の鍋窯」（国立歴史民俗博物館研究報告 71　1997）より抜粋



「なべ」「るつぼ」とはいったい何か

「るつぼ」は

　中に物質を入れて加熱し、溶解・焙焼・高温処理などを行う耐熱製の容器。（デジタル

　大字泉　小学館）

　金属を溶かすのに使う壺（岩波国語辞典第五版　岩波書店）
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　坩堝は、日本で金属器（青銅器）の生産が始まると同時に出現し、古くは弥生時代中期

の遺跡から出土する。

その後古代には主に官衙関連の遺跡を中心に出土し、その後も近世に至るまで、おもに金

属製品の生産遺跡を中心に出土している。

　いずれの時代も、土器、陶器など材質はさまざまであるが、内部に溶けた金属が付着し、

外面は高熱を受けた痕跡が認められることは、現在使用されている坩堝と共通する。

─ 79 ─

ㇵが遺跡（岡山市中区）出土のるつぼ（平安時代）

（「ハガ遺跡－備前国府関連遺跡の発掘調査報告－」岡

山市教育委員会 2004　より抜粋）

二日市遺跡（岡山市北区）出土のるつぼ（江戸時代）

神谷正義　乗岡実「岡山銭座の鋳銭関連遺物３―二日市遺

跡の発掘調査成果 (3）」『岡山市埋蔵文文化財センター紀要

第 12 号』岡山市教育委員会　2020　より抜粋

須玖岡本遺跡 (福岡県春日市＞出土のるつぼ

（弥生時代中期）

（「春日市文化財調査報告書第 90 集　須玖岡本遺跡８

―福岡県春日市岡本所在の調査―」春日市　2024 か

ら抜粋）



「なべ」は

食物を煮る、揚げる、ゆでる、蒸すなどの加熱調理をする器（デジタル大字泉　小学館）

食物を煮炊きするのに使う、比較的底が浅い器。（岩波国語辞典第五版　岩波書店）

と記され、語源は「菜
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　なべと聞いて一般的に想起されるのは、食物を加熱調理する、取っ手や弦、蓋の付属す

ることもある、広口で器高が低い金属や焼き物の容器といったことであろうか。

土師質鍋(平安末～鎌倉初） 瓦質鍋 (鎌倉後半） 瓦質鍋 (鎌倉後半）

三足鍋 (鎌倉後半）草戸千軒遺跡（広島県福山市）出土の「なべ」

　上の図は中世における、典型的ななべとしてのビジュアルを持つものであるが、このよ

うな広口で器高が低い「なべ」は、古墳時代後期頃にまでさかのぼる。

鹿田遺跡（岡山市北区）出土の「なべ」（古墳時代後期）

（『岡山大学校内遺跡発掘調査報告第３冊　鹿田遺跡Ⅰ』　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1988 より抜粋）

　７世紀頃には従来の「なべ」( 分類

上鍋 A と呼称）の両側に鍵型の突起が

ついたもの ( 分類上鍋 B）が現れる。

　平安時代後半（10 世紀末）には滑

石製のナベ（石鍋）が作製されるよう

になる。

　平安時代末の 12 世紀には内側へ弦

をかける耳の付くもの（分類上鍋Ｃ）

が、室町時代（14 世紀以降）ころか

ら両端に外側へ飛びだした弦を掛ける

耳の付くもの ( 分類上鍋Ｂ）と、が見

られるようになる。これは竈ではな

く、炉の上に「なべ」をつるして底を

加熱する調理法が増加したためと思わ

れる。

　江戸時代に入ると特に 18 世紀以降

土鍋、行平鍋等様々な「ナベ」が生産

され、現在の調理器具と同様のものが

次々に生み出されるようになる。

両側に突起がついた「なべ」

（『古代の土器研究会第４回シンポジウム　古代の土器研究－律令的

土器様式の西・東４煮炊具－』　古代の土器研究会　1996）より抜粋

『古代の土器研究会第４回シンポジウム　古代の土器研究－律令的

土器様式の西・東４煮炊具－』　古代の土器研究会　1996 より抜粋



　以上は一般的な広口で、器高が低く、加熱して煮炊きに使用するという一般的な概念の

「ナベ」の変遷であるが、「加熱して煮炊きに用いる器」というものは古くは縄文土器の深

鉢型土器、あるいは弥生時土器の甕のうち

〇外面に加熱した痕跡である煤が付着し

〇内面にコゲがある

物を煮炊きに用いられたとすれば、それらも広義の「ナベ」になるという意見もある。

特に弥生土器に関しては、煮炊き用の甕を「深鍋」と呼称しようという意見も提起されて

いる。

煮炊き用土器のスス、コゲの痕跡

小林正史「縄文・弥生の煮炊き用土器を「深鍋」と呼ぼう」『古代学研究 192』古代學研究会　2011 より抜粋

　また、古代以降の浅めの丸底の甕も、外面にススが付着

し、内面にコゲを持つものが多く、これらも鍋とする意見

もある。

　現在は古代以降の器高が低く広口の煮炊用の器を「鍋」

と称しているが、もともと鍋（あるいは釜）といった言葉

は、器形と深く結びついた語ではなく、将来「ナベ」の網

羅する対象が変化する可能性がある。

奈良時代の甕 (瀬戸内市）

西谷遺跡―昭和 58 年度圃場整備事業に伴う

発掘調査―　長船町教育委員会　1985
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　同じ食物をそれぞれの目の前で同

時に体に取り込むという行為を通じ

同じ心を共有する行為。

　現在でも使用される「一味」は「一

味同心」のことであり、それぞれの

目の前で、同じ味のものを食べて一

心同体になることを表す。中世以前

から行われていたと考えられている

〇同じ鍋の飯を食う共同飲食

溝から立った状態で出土した多量の鍋 (平安時代）

(塩納遺跡（岡山市東区）

財産としての鍋

　金属を鋳造した鍋は大変貴重、高価なもので、古代の官衙などでは、下級官人たちに

宴会の時に貸し出す事があったようである。

　近世、近代にいたっても、土製の鍋や釜が製作されていたのも金属製のものが高価で

あっためで、また小説や絵画でも鉄の鍋窯を質に入れるシーンが見られるのは、それだ

け高価であったからである。

　日本だけでなく欧米においても、多種多様の金属製調理具が各家庭に常備されるよう

になったのは比較的最近のことのようである。


